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『ラブカは静かに弓を持つ』 

『タガヤセ！日本「農水省の白石さん」が農業の魅力を教えます』 

『昆虫の惑星』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少年時代のある事件か

ら心を閉ざしてきた橘は、

音楽教室への潜入調査を

命じられる。目的は著作権

法の演奏権を侵害してい

る証拠を摑むこと。美しき

孤独なスパイが最後に手

にするのは…。 

安壇美緒 著  

集英社 （Ｆアンダ） 

白石優生 著  

河出書房新社（Ｙ６１２シ） 

現役官僚 YouTuber

としてメディアにも登

場する著者が最新の農

業から、実はスゴい日本

の農作物、日本の農業の

未来までを語る。国民の

食と命を支える農林水

産省の仕事や、日本のお

いしい食材を使ったレ

シピも紹介。 

アンヌ・スヴェルトルップ＝ティーゲソン 著  

小林玲子訳 辰巳出版（Y４０７サ） 

 

子煩悩なハサミムシ、

乾いて休眠するネムリユ

スリカ、水中で音楽を奏

でるミズムシ…。ノルウ

ェーの女性昆虫学者が、

奇妙で美しく風変わりな

虫たちについて語る。ヒ

トと昆虫の関わりもとり

あげる。 

それでも、曲をひいていくうち

に、少しだけ橘の気分は弾んだ。

家と会社の往復では見られるは

ずもない大海原の景色が、頭の中

にふっと広がる。 

音楽というのは、不思議だ。い

ま目の前にないはずの情景を呼

びおこすことができる。 

主人公・橘は幼少期にチェロ

を習っていた。そこでなにがあ

ったのか？序盤はこれから何

が起こるのか、ぐいぐいと読め

ます。ラブカは、深海にすむサ

メのことです。生態が謎な生き

物のひとつです。 

 

農業は命を扱う仕事。生産

調整の難しさや、新しい農業

のかたち等々。 

全部読むと結構な文章量で

す。さて、感想文どうしよう。

おうちが農業を営んでいる人

なら、そこにからめて書いて

いくと、とっても良い方向に

持っていけそうです。 

たとえば太平洋地域に生息する

ゴキブリの一種は、珍しく胎生（卵

胎生）だ。つまり卵は体内で孵化

する。 

この種の雌のゴキブリの腹には

特別な腺があって、乳汁が分泌さ

れる。この‟ゴキブリミルク”にはヒト

の新たなスーパーフードになると

いう意見もある。 

あとがきにもありますが、

身の回りのムシが激減してい

る。虫の、口に耳があるとこ

ろとか、脚に味覚があるとか

興味のつきないテクニカルさ

があると思うんですけど。 

インターネットでは「ばず

まふ」と検索して、見てみてく

ださい。チャンネル登録者数

１５万人、２５００万回以上

の再生数を誇るチャンネルに

成長しました。 

そう、日本の農林水産業は

本当にすごいんです！ 
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『スクラッチ』 

『アップステージ』 

『人がつくった川荒川』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍でバレーの「総体」

が中止になった鈴音。出展す

るはずの「市郡展」の審査がな

くなった千暁。それでも出展

作の「カラフルな運動部の群

像」を描き続ける千暁のキャ

ンバスに、不注意から鈴音が

墨を飛ばしてしまい…。 

歌代朔 著  

あかね書房 （Fウタシ） 

ダイアナ・ハーモン・アシャー 著 

武富博子 訳 

評論社（９３３アシヤ） 

シャイで目立つことが大

嫌いなシーラ。でも、心の中

では「学校ミュージカルに

出演したい!」と思っていて

…。ミュージカルの幕が開

くまでのドタバタを描く、

ユーモアいっぱいの物語。 

長谷川敦 著   

旬報社（５１７ハ） 首都圏をつらぬき、流域に約

1000 万人が住む荒川。川の流

れを変えることで江戸の繁栄

は生み出され、度重なる洪水か

ら人々を守ってきた。川の歴史

と流域の暮らしの変化を丁寧

に追いながら、その過去・現在・

未来を旅する。 

そっと慎重に、それから静かに

力をこめて、僕は黒を削り出して

いく。 

パレットナイフを短く持った

指先に伝わる、下絵の凹凸に少し

ずつ引っかかる感覚。 

コロナ禍になって大会が

なくなったり、行事がなくな

ったり…登場人物のキラキ

ラさに感動。小説にでてくる

人々は、なぜ自分の気持ちを

言葉にできるのでしょう。そ

れが小説だからです。 

「シーラは音楽の超能力があ

るんだって！」 

「どんな音もわかるらしい

よ。ただ、わかるんだって」 

４年前の課題図書「サイド

トラック」の同作者。日本の

比じゃなく人前で話すこ

と・発表することのプレッ

シャーがあるアメリカで、

いわゆる陰キャが仲間たち

とミュージカルを成功させ

る「ええ話しやーん」です。 

江戸から農村にし尿を運ぶ

のは、大変な作業でした。し

尿の中でもオシッコは液体な

ので、かなりの重さになるか

らです。だからこそ重い荷物

を一度に運ぶことができる船

が大活躍をしました。(し尿を

運ぶ船は、「葛西船」とよばれ

ていました。 

今年の中学生向け課題図

書のなかで一番字が大きい

です。というだけで、この本

を選んだ方。歴史や地理・環

境問題と、感想も書きやすい

本ではないかと思います。歴

史と地理苦手な人は、がんば

って読んでみてね。 
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